
②SWRの調整は､謂整ｴﾚﾉｿﾄ及びﾀﾄ付けのｺﾝデｿｻにより､希望の誌
致でＳＷＲを良くすることができ意す。

③HF常7ｿﾃﾅでありながら小型蟻であり意す.性崖はﾌﾛー ティソクバラ
ンを内蔵してマソチソグがとりやすく、大淵７ソテナ並の威力を莞樫します。

④7ｿﾃﾅの酌付けば､水平方向にも垂直方向にも誠けができます.また､エ
Ｉノノソトの角度が可変しますので脈を選び常せん｡調整も非常に簡単ですの
で、ベランダ設置、グイポール、野外モービル誕用に多用途に使用可彪で
ありをす。
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ｌｌ厚７ ANTENNA

９３．５ＭHz帯，７ＭHz帯，１４MHz帯，２１ＭHz帯，２８ＭHz帯，５０ＭHz帯小型モノパソドＨＦｱソテナ

MODEL ViAa5,VIAZVA14,ＶＩＡ21,ＶA28,ＶA5０
必
駁
＆

ｐ

取扱説明書

1定略｜

淵式・・・1/滋長塞瀞グｲー ﾙ7ソテナ
員萱致・・・3.5ＭHz，７ＭＨｚ，１４ＭHz，２１ＭHz，

２８MHｚ（29ＭHz），50MH識のｌバソド
（29MHzはレビータ対応）

ｖｓｗＲ・・・ｆｏにおいて1.2以下

イソピーダソス・・・５０Ｑ

酎入力･･･VA3.5,VA7,VA14,VA21;120W(SSB）
VA28,Wl50;200W(SSB）

隈桧・・・Ｍ－Ｊ

質量・・・ＶA3.5；１．１５K９，VA7;１Ｋ９
ＶＡ１４;0.8K9，Ⅶ21；0.75K9
VA28;0.7K9，Ⅶ50;0.7K９

全長，・・過大的3ｍ
酌付ポール径・・・｡25-｡６５

０コメソト７ンテナお買いあげのみなさまへ

このたびは、コノットアンテナを首買いあげいただき言して、ありがとうござ

いました。この取率晴書は７ソテナの正しい軸襲い方法と、簡単な詞整に

ついて説用してあります。よくお読みいただいたうえ、いつまでもすぐれた嵐

龍が発侭できるよう、本書を十分に生かしてご使用ください。
なお、お買いあげいただいた製品は蝿な品質管理のもとに生産されており

ますが、万一運搬中の事故などによる破跡ありきしたら、臨概店にお申し付
けください。

|特長｜

①鑑部には､フローﾃｨｿグバうｿを内蔵していますので､､ＴＶl対策に有jIt
です。都市都のせまい胤所からも安心してＶ・ＵＨＦなみにＨＦがおたのしみ
いただけます．

このフローティソグバランは、馴師ｊのためコネクターの忘蝿Iと．まクター
の７－ス側とは恵急がありません．（テスターで計りきすとＣＯを指します。】

母

８

ＳＷＲ特性

｜”
ｓ’･５
Ｗ

Ｒ1.0
3.5MH識・

7ＭＨ識・

１４ＭHz帯.

21ＭＨ誌‘

28ＭHz帯-

50ＭＨ毒一

８

＋7.2KＨｚ

＋１１ＫＨｚ

＋35KＨｚ

＋90KＨｚ

+300KＨｚ

÷0.9ＭＨｚ

-7.2KHz

-11KHz

-35KHz

-90KHz

-300KＨｚ

-0.9ＭHｚ
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⑤篇這的にも首く蛤毒はガﾗｽ準蝿を､会属は黄びないｽﾃﾝﾚｽそれに
真ら学うにクロームメッキを施し．アルミには耐食アルミを使用して電気的に
も安更した胤億を発糎出案る燦対策されています。

|部品リスト

VA50VA14,VA21，ＶＡ２８VA3.5,ＶＡ７

ｉ １Ｉ

罰品名

姶冠部

ｴﾚﾉﾝﾄ（調整ｴﾚﾒﾝﾄ付）

誠金具（ｽﾃﾝﾚｽ）
角Ｕ字ボルト （M5）

六角ボルト （M5xl8）

平ワツツャ （M5）

ｽブﾘﾝグフソジャ（M5）

ﾅット（M5）‐

裳ピｷ情ソブ（｡4.5ｘ

六角ﾚﾝﾁ(対辺2）

一

２

４

４

８

４

甑品名

姶電部

ｴﾚﾒﾝﾄ(調整ｴﾚﾒﾝﾄ付）

蓋印ﾏーｸｺｿデﾝﾂ(75PF）

黄色ﾏーｸｺﾝデﾝ(160PF）

恵付金具（ｽﾃﾝﾚｽ）

角U字ボルト（M5）

六角ボルト（M5xl8）
平７ソジャ （M5）

ｽブﾘﾝグフソツ『（M5）

ﾅット（M5）
脇４弓ｘ裳ピキマソプ、戸．～

六角レンチ倫辺2）

一

２

２

４

４

甑品名

蛤厳罰

ｴレメント（調整ｴﾚﾒﾝﾄ付）

白印ﾏーｸｺﾝデﾝｻ(43PF）

篭印ﾏーｸｺﾝデﾝﾂ(75PF）

誠会具（ｽﾃﾝﾚｽ）
角Ｕ字ボルト （M5）
六角ボルト （M5xl8）
平フソシャ （M5）

ｽプﾘﾝクフソジャ（M5）

ﾅット（M5）

質ビ弟ヤソプ（｡4.5xl5）

六角レンチ侭辺2）

一

？
－

２

４

４
凸

８

８

４

、

、

、

）

／

／

／

L一
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｜架設･姐立’

７ソテナの周回に障害伽がない毘所が碧想的ですカィ､次に代巽的な４例を恩介し意す・下勇のデータの周置致は、VA3･銃3.535ＭHz,ＶＡ称7.05MHz
VA14が14.2MHz,VA21が21.2MHz,VA28が28.7MHz,VA50ガ５１ＭHzで調整した寸蛍です。

①お争篇らのーﾙにｱﾝﾃﾅ慧秤に耐て､7ｿ需ﾅｪﾚﾉﾝ１③難蕊;から，'へ蹴嬢にｱﾝﾃﾅを薗付乙7ソ計ｴﾚﾒﾝﾄ・卜角度を変え麺付｡，80.

1２０．

(隠準エレメソト寸法）

90‘

沙蝉
ベ ラ ソ ダ 幸 す り ／ １ １ ベ ラ ソ タ 字 す り

／（真上から見た図）
図１．ボールにポ平に政付て、放射衆子の角度を変えた図

赤角マーク側

赤色マーク側

（真上から見た固）
団３．ペッング手すりから外ヘホ平に副付けて、放射素子の角度を変えた値

‐－－１

(騎滋エレメソト寸法）

④ベランダの手すりにアンテナを塁直に取付けて､７ｙテナエレノントの角度
変える剛付

(原埠エレノヒソト寸法）

「
ｕ
ユ

(麗準エレメソト寸法）

②ー ﾙにアソテナを垂直に誠けて､アンテナエレメントの角度を変える”

｢里-１

赤色マーク側

L１ ９０。

図２．ポールに垂直に副付けて、放射素子の角度を変えた国

r坐１
1２０，

雫

閥４．ペラソダの手すりに垂直に罰付けて、放射夫子の角度を変えたＥ

フソグ含貝ＶＫ－１００胃

００
お手持ちのポール

）
|ペフソダ

角度

90.

1２０

へ睦|VA3.5

L1(m、

L2(m、
ｺソデソツ

L1(m､）

L2(m、
ｺンデンサ

505

460

1５０５

445

VA7

625

485

625

465

VA14

６００

420

黄印

600

400

黄印

VA21

665

420

黄印

655

410

黄印

VA28

640

410

黄印

650

410

黄印

VA50

600

380

焦印

570

400

祭印

角度

90.

120,

1５０，

1８０．

へ趣

L1(m、

L2(m、
コソデソツ

L1(ｍ、）

L2(m、
コンデソサ

L1(m、

L2(m、
コンデンサ

ｕ(m、

L2(m、
ｺソデソツ

VA3.5

515

500

550

520

550

540

550

550

VA7

5８０１
580

600

600

605

605

６１５

615

vA141

1６５０
405

640

450

610

490

550

550

1VA2１
700

410

700

430

600

520

560

560

VA28

535

535

農印

650

420

535

535

535

535

VA50

490

490

白印

6００

320

５３０

380

460

460

角度

90F

1２０．

～』壷

L1(m、

L2(m、
コンデンサ

L1(m、

L2(m、
コソデソツ

1VA3.5
515

490

550

505

VA71VA14
625

５２５

625

555

520

520

470

600

VA21

600

500

720

４１０

VA28

620

470

農印

650

470

1vA50

600

400

白印

530

450

白印

角度

90.

120。

へ達冨VA3.5

L1(m､)Ｉ
L2(m､）
コソデソサ

L1(m、

L2(m、
コソデソサ

500

495

525

495

一

Ｆ
１
０
０
－
８
０

VA7

580

550

580

570

vA141
600

430

篇印

520

520

1VA211VA28
650

440

印

545

５４５

篭印

600

460

鑑印

590

460

VA50

590

４１０

白印

５９０

３６０



lSWR計

郡品図およびﾀﾄ穏擬略図
赤急マーク

焦璽塁

／
詞蔓エレメント

Ｉ
謡蔓エレメン｝

Ｉ

馬濡 ｜
謁整固定ネジ…!;、／

ポヌキ穴を下にして
ロックナットを固定
し言す

お手持ちのポール

各エレメントの即付け方

塵がねの眉に入れをす。

蛤驚湿にﾀﾄ付けのコンデンサを罰り付けた喝合の詳閏図

､外付けのコンデソツについて

７ソテナが障害物に近ずくにつれてインピーダンスが低くなります弧

、これを荷正するために、付属の謁整エレメントをスうイドするだけ

片方いつぱいに入れ、片方を出して７ソバうソスにして中心周笈致を
詞蔓しても、幣徴の中に中心周麺がありますがＳＷＲが良くならな

い胤合があります。それを補うためﾀﾄ付けコンデソサを癖してあり
意す。（次ページ動作原退及び謁蔓について参照）

o外付けのコンデンサを酌付ける恩合 |中心員瀬（ｆｏ）の調整

蛤電認罰付会員’

|ノル'"’
’１

7ソテナと差畏留の間へ使用する周置数揃及び電力に適合するＳＷＲ計を

4.千 固のとおり農蕊し言

L

星

一
・
句
三

▽
ｱソテナ１

(ＣＭＸ－２等）

画’
ｈ

◎

ｅ§

④図1の180.に広げ種付けた恩合(十分に障害物から隠れている場合）
まず、崇設．患立の罵隼エレノント寸蛍表を見て、Ｌ１及びＬ２の長さで

それぞれ固定し意す。致付茨態により中心員笈致がずれるため次の黄整が

必要な喝合ガあり害す。

中心員笈致を雪蔓する潟合は、帯隙の低い方から高い方まで周笈致を変え

て測定し、もし、どの周波数でもＳＷＲが悪く、艮諸回路力濁作して捌冒

できない陰でしたら、Ｌ１とＬ２の長さを同じ寸法（２ｃｍ程度づつ）で

出し入れして、まず、アマデュ７バンド内に中心周波数がくるようにしま

す。アマチュアバンド内に中心周笈孜が見つかれば､少しづつ調整エIノノ

ントを出し入れし、希望の貝笈数に中心周波政がくる媒にします。このと

き、調整エレメントを出せば低い方へ、入れれば高い方に中心周認がず

れます。

なお、両董の謁整エレノントの出し入れによる中心周笈致の移動（１ｃｍ
当り）は表のとおりです。

_／己１ ソデソヶのラグ趨子は塵がねとコソデソサ

７ｙツヤ

一一

］

◎それ以外で罰付けた恩合(7ソテナの角度180.以ﾀﾄの場合）
きず、代妻的な４例の中でどの竜付方なのかさがしてその中の罵準エレメ

ント寸法で里み、パソド内で中心周萱致を見つけます。そして希望よりほ

い鼠合は、どちらかの（どちらでも良い）調整エレメソトを入れて短くし

、高い罵合は、長くし意す。もし、廟付状馨により７マデュアバンド内に

中心周笈致菰見当たらない毘合も、片方の調整エlノノソトを固定して、も

う一方の方を動かしてアマチュ７バンド内の希里する蹄数にもってきき

す。次に、ＳＷＲを良くします。Ｌ１を長く（２ｃｍ程度）して、Ｌ２を
短く（Ｌ１を長くした同じ長さ）すれば、周波攻がほとんど夏わらずにＳ

ＷＲが変わりきす。このとき、ＳＷＲが、前よりも良くなれば、再度Ｌ１

を長くしてＬ２を短くすれば、ＳＷＲが変わります。良くなれば、これを
黙り返します。ＳｗＲが前よりも悪くなれば、その逆ですからＬ１を短く
しＬ２を長くすれば、ＳＷＲが良くなります。これを喋り返せば、希望⑦
周謹でSWRは1.2以下になります。（次ページ⑧参照）

Ｉ
ー

代表的な例②③の或付の場合

L

。
１

ー一

|お願い’

｡○25-｡35のポー ﾙに､代表的な4例の①④で則付ける場合角ｕ
字ボルトの先茜沌度謂整金具のボルトに蝿しない綴鵠に儲めつけ、

角Ｕ字ボルトの先鎧に里ビぞﾔソプ（４ケ）をかぶせて下さい。
●ベランダ用アンテナは、お子臓が７ソテナに手などがふれない毘所に設置
して下さい。送信中７ンテナにふれますと危険です。

●７ソテナに慢蔑した同軸里は、ぶらぶらしない膜にピニールテープ等で固
定して下さい。

ｒ 角Ｕ字『ifルト

剛
宅

代表的な例①④の酌付の場合

一

スプリ ご一つ

満了へ
3.5ＭHｚ

7ＭＨｚ

１４ＭHｚ

21ＭHｚ

28ＭHｚ

50ＭHｚ

両誼の謁塾エレメントの出し入れによる
中心員萱数の移動（１ｃｍ当り）

１０KHｚ

１２０KHｚ
１５０KHｚ

65KHｚ

１２５KHｚ

0.34ＭHｚ



’四一字

７ｙテナの中央に図の崖なマソチング回路を入れて出力力(50Ｑに

なる膜に詞堕してあり、そして．このマソチソグコイルをローデ

ィングコイルといっしょにアソテナに巻き込んで、コンデソツが

蛤電繭に入った茨態になっています。

⑥きた､この7ｿﾃﾅを鑑点から折り曲げますと､インビー グﾝ
ｽｶ『低くなりきすが、これの補正は蛤質点の位置をずらすことに

より整合をとってい言す｡1/2Aｲポーﾙ7ｿﾃﾅでは､グイ
ポールの中央でのインピーダンスが一書蟹くなり、中央から外へ

はなれるほどイソピーダンスが高くなります。

＝]J5,-。

1／2Ａ

豊霞に罫哩

本社；〒336埼玉県浦和市辻４－１８－２TELO48-839-3131(代）ＦＡＸ048-839-3136

日お買い上げいただきました製品は、賞重な品質管理のもとに生産されていますが、万一運職中の事故などに
よる蔽損がありましたら、廟扱店にお申し付け下さい。
■本アンテナの仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがありますのでご了承下さい。

＝ざユ
Z=73+j42Q

I全長を履くする

Z=50Ｑ口内ﾏｯﾁﾝグ節

｜槻雛窪撫’

増

、だんだんｲｿピー ダyｽが高くなる
一今

、
一一

、

コメット株式会社

小型ＨＦアンテナ

動作原理及び調整について

①全長'/2Aの蕉限に罫喧でできたｲーﾙの中央のｲｿビー
グｿｽzは､Ｚ=73+j42Qとなります｡この度率の÷j42を
なくするためにダイボールの長さを短くします。そのときのイン

ピーダンスは、７３Ｑより低くなります。

評

Zが７３Ｑより低くなる

}‘､両Ｅ

②こんどは､ダｲー ﾙのｴﾚﾒﾝﾄをだんだん太くしていきます
と、だんだん短畠串が増え、姶爵点のイソピーダンスも下がって

きます。

Z1xf<匡

■

盟ＫＱ（電圧始電】

ヅイポールアンテナの先茜で姶篇すれば、始電点のインピーダン

スは、数ＫＱ（電圧始電）となります。この蛤電点の移勤（当社

’ベランダ用７ソテナでは謁墓エレノソトの異さを変えて、蛤電点

の位置をずらしきす．）により、始電点のインピーダンスを高い

方へ変えること菰できます．

⑦VA｢｣７yﾃﾅは､すべて､７ｿﾃﾅを_直凝上に180.に聞
き、調整エレノソトの長さをＬ１＝Ｌ２で共覆させたとき丁度、

始電点のインピーダンスが50Ｑ（ｓＷＲ＝ｌ）になる陳に調整し

てありをす。

Z＝５０ｐ

‐
Ｉ

全長泳短くなり
イソピーダソスも低くなります

③この7ｿﾃﾅを鯉して､ﾛーデｨﾝグｺｲﾙを入れて共慶させ
たダイポール７ソテナの中央のインピーダンスは、５０Ｑに近くな

ってきます。（黛躍及び同翰捜ｶ50Q系のものが多いので、蛤

営貞イソピーダソスは５０Ｑになるとよい。）

ﾘチソグコイル

｡-,-［

Ｉ

点インピーダンスは高くなり、

ることとなります。

長くします

零

５０Ｑ

⑨高い周率においては､調整ｴﾚﾒﾝﾄのスライド出果る長さが
限られているため、雷蔓エレメントの出し入れだけでは凋塾しき

れない胤合があり吉す。このようなときには、添付のコソデソサ

をﾀﾄ付けして調整エレノソトの出し入れにより整合をとります．

L１

調整エレメント

④更に霊してﾛーデｨﾝグｺｲﾙを増やして共遍させたダｲボー
ﾙ７ソテナの中央部のインピーダンスは、蛍々 低くなり、７ｙテ

ナの長さを短くすればするほど低くなりきす．

］~/両Loo-/1か-匡’

ますます低くなる

⑤そのため､この様な短畠した7ｿﾃﾅでは､７ｿﾃﾅの中央部で
マッチソグをとらなければならないわけであります．

⑧7ｿﾃﾅを蛤電卓で計り曲げたり､あるいは全農片(ペﾗﾝダ等）
に近い胤合ば、インビーダソスは低くなりますからｇ皇Lα_,Ｌ

蛤冨点 塁エレメント

イツピーダソスを５０Ｑに整合でき

姶雷


